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伊
那
か
ら
被
災
支
援

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の

活
動
紹
介

　
「
私
た
ち
に
も
で
き
る
こ
と
を
」
と
募

金
へ
の
協
力
を
呼
び
掛
け
る
ペ
ル
ー
展

ペ
ル
ー
展
始
ま
る

若林さんら実行委
　
八
月
の
大
地
震
で
多
数
の
死
傷
者
が
出
た
ペ

ル
ー
で
、
被
災
直
後
か
ら
医
師
や
看
護
師
を
送

り
込
み
、
医
療
支
援
を
続
け
て
い
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の

国
際
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
本
部

・
岡
山
市
）
の
活
動
や
現
地
の
様
子
を
紹
介

し
、
「
伊
那
の
地
で
も
で
き
る
こ
と
で
支
援
し

よ
う
」
と
、
四
日
か
ら
伊
那
市
の
伊
那
図
書
館

で
ペ
ル
生
辰
が
始
ま
っ
た
。
会
場
で
募
金
へ
の

協
力
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。
　
（
新
保
修
一
）

　
ペ
ル
ー
展
は
、
伊
那
市
で

国
際
交
流
活
動
を
し
て
い
る

若
林
敏
明
さ
ん
（
五
二
回
富
県

九
紫
目
口
が
中
心
に
な
っ
て
実

行
委
員
会
を
作
り
企
画
。
五

百
人
以
上
の
死
者
、
五
万
六

千
軒
を
超
え
る
倒
壊
家
屋
な

ど
現
地
の
惨
状
や
、
そ
の
中

で
「
救
え
る
命
が
あ
れ
ほ
ど

こ
へ
で
も
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
活
動
す
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
存

在
を
知
り
、
「
ペ
ル
ー
ー
ー
か
ら

遠
く
離
れ
た
伊
那
の
地
で
も

自
分
た
ち
の
で
き
る
こ
と
で

支
援
し
よ
う
」
と
呼
び
掛
け

て
い
る
。

　
展
示
し
て
い
る
の
は
、
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
か
ら
送
っ
て
も
ら
っ

た
現
地
で
の
活
動
、
被
災
地

の
現
状
を
伝
え
る
写
真
三
十

枚
。
さ
ら
に
、
伊
那
市
美
篇

芦
沢
在
住
で
日
本
山
岳
写
真

協
会
訃
支
部
会
員
で
も
あ

る
写
真
家
、
中
山
秀
幸
さ
ん

（
四
六
）
が
撮
影
し
た
ぺ
牛
－
の

山
岳
や
遺
跡
、
子
ど
も
た
ち

の
写
真
二
十
三
点
も
展
示
し

た
。
中
山
さ
ん
は
二
〇
〇
一

年
か
ら
○
五
年
に
か
け
て
三

回
ペ
ル
ー
を
訪
ね
、
主
に
ア

ン
デ
ス
の
山
岳
写
真
を
撮

影
。
今
回
は
、
「
ペ
ル
ー
の

暮
ら
し
ぶ
り
や
子
ど
も
た
ち

の
様
子
が
わ
か
る
よ
う
な
写

真
を
道
ん
だ
」
と
い
う
。

　
ペ
ル
ー
展
は
七
日
ま
で
開

き
、
入
場
無
料
。
六
日
午
後

三
時
か
ら
は
、
会
場
で
ケ
ー

ナ
と
ハ
ー
プ
の
サ
ロ
ン
コ
ン

サ
ー
ト
も
開
く
。
青
年
海
外

協
力
隊
員
と
し
て
ペ
ル
ー
に

二
年
間
滞
在
経
験
の
あ
る
楽

器
製
作
者
北
原
有
さ
ん
（
四
五
）

＝
伊
那
市
長
鳶
口
の
グ
ル
ー

プ
「
あ
る
み
か
ん
」
が
出
演

・
す
る
。


	page1

